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将来ビジョン

原木
生産量
80万㎥

令和12年
（2030年）

を策定しました！

島根県農林水産基本計画

計画期間
の目標

(Ｒ2～6年度)

原木
生産量
71.4万㎥

重点推進事項

令和6年
（2024年）

２．原木が高値で取引
される環境整備

＜島根県農林水産基本計画（Ｒ２(2020) － Ｒ６(2024)）＞

《主な対策》
■製材工場の新設
■
■ウッドコンビナートの形成

製材用原木の需要拡大と安定供給

《主な対策》
■県産木材を活用する工務店・
建築士に対する支援

■木材加工体制の整備
■県外出荷拡大に向けた対応

高品質・高付加価値木材製品の出荷拡大

島根県は原木生産量80万㎥達成に向けて

重点推進事項（６項目）の対策を進めます

島根県農林水産基本計画とは？

島根県では、次代を担う若い世代にとって魅力ある農林水産業を確立する

ことで、持続可能な農林水産業・農山漁村を実現できるよう、今年４月に

島根県農林水産基本計画（令和2年～令和6年）を策定しました。

林 業 では、森林経営の収益力を向上させ、林業就業者を安定的に確保・育成

することで、利用期を迎えた森林の主伐を促進し、循環型林業の定着・拡大を図ります。

■農林水産基本計画（本文は島根県ホームページに掲載）

島根県の森林と林業・木材産業では、令和12年に原木生産量80万㎥を達成することを目標にしています。

この目標は県内需要と健全な林業経営に必要な生産量であり、「伐って・使って・植えて・育てる」循環型林業の

実現によって産業発展と環境保全の両立を目指すものです。

島根県の森林と林業・木材産業の将来ビジョン・基本目標

年 80万㎥必要 適切

(積極的な)森林経営

森林の７割

(最小限の)森林管理

森林の３割

木 材 の 需 要 予 測

供給力強化の実現性

循環型林業の実現

産業発展と環境保全の両立

木材の活用 森林の取り扱い

原木生産量の実績と今後の目標

計画期間H23～H30伸び率 200％

（出典：農林水産省「木材統計」・林業課調べ）

ひと山の価値最大化に向けた取組強化

製材用原木の需要増と林業
事業体の供給体制の整備に
より、県内原木生産のうち製
材用として取引される割合を
増加させます。

３．林業就業者の確保

《主な対策》
■高校生への林業教育の充実
■
■林業事業体による取組強化
■

新規林業就業者の確保

林業労働力確保支援センターによる対策

新規就業者の支援・メリット措置強化

《主な対策》

■労働条件・就労環境の改善
■林業事業体の経営体質強化
■
■
■キャリアアップ推進と技術向上

林業就業者の定着強化

農林大学校による中核的人材の育成

新規就業者の早期技術習得の促進

原木増産と伐採後の適切な再
造林を円滑に実現するため、新
規林業就業者の確保と林業事
業体の魅力向上等を通じて、
林業就業者を増加させます。

80万㎥

１．林業のコスト低減

○ 原木生産の低コスト化

《主な対策》
■循環型拠点団地の設定
■林業専用道の整備
■高性能林業機械の導入
■技術力の高い技術者配置

○ 再造林コストの低減

《主な対策》
■一貫作業の推進
■コンテナ苗の活用
■低密度植栽の推進

原木生産と再造林の低コスト
化により、１サイクルのコストを
低減させます。

島根県からのお知らせ
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■島根県農林水産基本計画、低コスト再造林の詳細に

ついては最寄りの農林振興センターへお問い合わせください。

東部 西部

隠岐

【T E L】

【T E L】

【T E L】

現在、伐採コストと木材収入だけを比較すると収支は黒字になっていますが、再造林に要する経費が

森林所有者の負担となり、意欲的に原木生産に取り組める環境ではありません。

循環型林業を進めていく上では、伐採後の再造林に要する負担経費を引き下げ、

植栽から主伐までのトータルで収支を黒字化していくことが重要です。

人工林１haあたりの再造林コストを平成30年度に比べ18％以上低減します！

（原木生産コストの低減と合わせ、人工林１haあたりの植林から伐採までの生産コストを従来から15%以上低減）

５年後（令和6年度）の目指す姿

再造林の低コスト化への取り組み

松江・安来 東部農林振興ｾﾝﾀｰ 0852－32－5667

雲南・仁多・飯石 雲南事務所 0854－42－9530

出雲 出雲事務所 0853－30－5582

浜田・江津 西部農林振興ｾﾝﾀｰ 0855－29－5613

大田・邑智 県央事務所 0855－72－9545

益田・鹿足 益田事務所 0856－31－9584

隠岐 隠岐支庁農林局 08512－2－9646

①一貫作業

伐採・植栽の作業を同時または連続して行うことで

植栽時の下刈り作業を軽減！
伐採・搬出機械を地拵・植栽にも活用可能！

地拵えの機械化により作業軽減

コスト低減へ

従来作業
（人力地拵え）

一貫作業
（機械地拵え）

15人/ha

10人/ha

地拵え経費の比較（H30）

低減！

コンテナ苗 ： 容器育苗した根鉢付きの苗

・植栽時に乾燥等の影響が少なく、根が傷まない

・植え穴が小さく、植付け作業が効率的

・活着率や初期成長に優れる

・植栽可能時期が長い

時期を問わず植栽が可能であり、「一貫作業に適しています！」

■コンテナ苗

メリット

コンテナ苗の利用

■伐採者による機械地拵え

従来作業と一貫作業

これまで(従来作業)

伐
採

植
栽
準
備

植
栽

間隔が開く
ことで
下草が生長

１年目 ２年目 ３年目

これから(一貫作業)

１年間

植
栽
準
備

伐
採

植
栽

従来の植栽密度より低密度の2,000本/ha以下で植栽することで

②低密度植栽

植栽経費の比較(H30)

一貫作業
+コンテナ苗

3,000本/ha植栽

一貫作業
+コンテナ苗

2,000本/ha植栽

147万円/ha

106万円/ha

低減！

苗木経費・植付け人件費の低減！

島根県内での低密度植栽実績
■ヒノキ2,000本/ha植栽

（2009年3月 ）
■低密度植栽実績（H26～R元） ■低密度植栽の実施割合（H30）

54%46%
低密度植栽従来植栽

島根県農林水産基本計画再造林の

を推進します！


